
〔寄生虫学雑誌第32巻第６号597-600頁，1983,12〕

短報

兵庫県の動物園で捕獲された

ネズミ寄生蠕虫類の調査成績
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調査成績および考察緒論

人獣共通感染症の立場から，ネズミ類のはたす役割に

は無視し得ないものがある．本邦におけるネズミ寄生蠕

虫類に関する野外調査成績の報告は数多く見られ，次第

にその実態が明らかにされてきている．著者らも兵庫県

下の港湾地区（宇賀ら，1981）および内陸部（宇賀ら，

1982）における調査を実施し，同種の宿主であっても，

その生息する環境により寄生虫種や寄生率が著しく影響

を受けることを明らかにしてきた．以上の結果をふま

え，今回は特殊な環境下，すなわち外国からの輸入動物

が多数飼育され，本邦ではいまだ報告されていない様な

寄生虫の存在する可能性のある動物園を対象とし，そこ

に生息する野鼠の寄生蠕虫類調査を行った．

本調査において捕獲されたネズミ類は81頭（雄37頭，

雌44頭）であり，全てがドブネズミＲａＺｍｓ〃oruegzc"ｓ

であった．その平均体重および体長はそれぞれ１１４９

(最大3129,最少179)，２９cｍ（最大42ｃｍ，最小16ｃｍ）で

あった．捕獲した81頭のうち76頭（93.8％）になんらか

の蠕虫類の寄生を認め，それらは線虫類７種：Nippost‐

rongylinae亜科線虫，ネズミ盲腸虫ＨｅＺｅｒａ紘妙…o‐

Sα，ネズミ糞線虫ＳＺγo"gyZo/ａｅＳγα城，肝毛頭虫CtJ‐

が/〃γ/αﾉjePaZica,T7ichosomofcJesc7assicazＪａａ,P7oto-

Wγ"γαｍ”ｉｓおよびＲｉＣＭαγｉａｓｐ.，吸虫類３種：

ECA/"oStomaCi"eto7c肱，浅田疎口吸虫ＥＣ/Z'九oStoma

ho7te"Ｓｃおよびネズミ吸虫HagioγＣｈｉＳｍＭＳ，条虫類

１種：縮小条虫Ｈｙｍｅ"ozepisa加伽tα，鉤頭虫類１

種：Ｍｂ"iZli/bγ〃Ｓｍ。"iZZybr〃ｓの12種であった（Ｔａ‐

ｂｌｅｌ)．これらの蠕虫のうちNippostrongylinaeに属す

る線虫は小腸上部に生息する赤色のﾉ1,線虫である．Ｔａ‐

dａ（1975）および福本（1979）は，形態的にはネズミ毛

様線虫NWostγo"gyZ"Ｓ６γαS'仇,Ｍに類似しているが

別種のＯｱｶﾞe"ZsZγo"gyJ"ｓｅｚｏｅ,Ｍを北海道のドブネズ

ミから認め報告している．著者らも先の報告（宇賀ら，

1981；宇賀ら，1982）で兵庫県下にも０．６ＺＯＧ"sｉｓが分

布していることは認めているものの，今回の調査におい

てはこれら２種を区別せず，小腸から得た赤色ﾉI､線虫は

Nippostrongylinae亜科線虫として記載した．

得られた寄生虫はいずれもすでに本邦のドブネズミか

ら報告されているものであった．しかしTableｌにも示

した如く，ネズミ盲腸虫およびネズミ糞線虫の寄生率が

いずれも72.8％であって，横浜・川崎港湾地区および小

笠原諸島母島における堀ら（1969；1974）のネズミ糞線

虫19.2～40.0％，大阪府下における中島ら（1971）のネ

調査地および調査方法

ネズミの捕獲は1982年10月から1983年８月までの11カ

月間に神戸市灘区の神戸市立王子動物園で行った．本園

は73.9平方キロメートルの敷地内に管理，便益および動

物収容等の68施設を有し，特に動物収容施設では哺乳類

71種，鳥類115種および爬虫類12種が飼育されている．

ネズミの捕獲には市販の生捕金網籠を用い，これらを食

堂，動物舎内および下水道に設置した．捕獲されたネズ

ミは体長，体重および性別を記録した後，心臓，肺，肝

臓，胃，小腸，盲腸，大腸および膀胱の各臓器について

蠕虫類を検査した．

本研究の一部は文部省科学研究費（昭和57年度；

課題番号57770308）の補助を受けて行われた．

＊神戸大学医学部医動物学教室

↑神戸市立王子動物園

上国立予防衛生研究所寄生虫部
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あった．動物園における調査結果は３種寄生が最も多い

という点において，内陸部における結果とほぼ同様であ

った．しかし５種，４種寄生がこれに次ぎ，さらに混合

寄生の割合が高まる傾向が認められた．

前述の如く少なくとも今回の調査においては動物と共

に輸入された寄生虫がネズミを宿主として生存しつづけ

ているといった明らかな事実を認めることは出来なかっ

た．その理由の１つとして考えられるのは，現在動物園

で飼育されている輸入動物のほとんどが，日本国内で繁

殖されたものであり，その間に外来の寄生虫は適当な中

間宿主あるいは終宿主がえられずに絶滅したのであろう

ということである．本園においても現在飼育中の輸入哺

乳動物66種のうち約26種が本邦の他の動物園から得られ

たものである．

本邦の動物園で飼育される動物の寄生虫調査について

は，一色ら（1955）および中川ら（1967）の報告がみら

れる．彼らは１１０頭および207頭を調査し，完全に寄生

種を同定するには至っていないもののそれぞれ71.8％，

44.4％が虫卵陽性であったと述べている．著者らも東南

アジア（国名は不明）から搬入された２頭のウンピョウ

Ｎｂｑ/肌ｓ〃e6WZosaの糞便検査においてツボガタ吸虫

肋α、ﾉｱ,goStom…ｃｏ７ａａｍｍの虫卵を認め，しかもそ

の排卵が１年７カ月以上も持続したことを認めている．

それらは糞便検査を実施した時期，その飼育環境からし

て日本で感染した可能性は考えられず，動物と共に輸入

されたものと考えられる．このことは今後未知の寄生虫

ズミ糞線虫24.2％，神奈川県下における神谷ら（1971）

のネズミ盲腸虫７～46％，ネズミ糞線虫33～60％，東京

港湾地区における堀・楠井（1972）のネズミ糞線虫24.2

％，兵庫県下における田中ら（1975）のネズミ盲腸虫

32.9％，宇賀ら（1981；1982）のネズミ盲腸虫27～３１

％，ネズミ糞線虫23～31％および東北地方における八木

沢（1978）のネズミ盲腸虫53.4％と比較しても有意に高

く，山中ら（1979）が名古屋の下水道で行ったネズミ盲

腸虫55.1％，ネズミ糞線虫77.8％に近似した成績であっ

た．その理由の１つとしてネズミの個体密度が関係して

いることが考えられる。すなわち下水道や動物園等の生

活環境では，その活動範囲が限られるため，各個体間の

接触頻度が高まり，幼虫包蔵卵や感染幼虫から直接他の

終宿主に感染する生活史を有するネズミ盲腸虫やネズミ

糞線虫の場合，その寄生率が高くなるものと考えられ

る．事実今回の調査においてもネズミ盲腸虫陽性ネズミ

59頭中，その幼若虫のみが寄生していた個体が６頭，成

虫，幼若虫両者が混在していたものが29頭認められ常に

新たな感染がおこっていることが考えられた．このこと

と関連して，寄生虫陽性のネズミを対象とし，その混合

寄生の割合を調べたのがＦｉｇ．１である．Ｆｉｇ．１では著

者等が過去に報告した県下の港湾地区（宇賀ら，1981）

および内陸部（宇賀ら，1982）の結果とも比較した．そ

の結果，港湾地区においては１種あるいは２種寄生が全

体の約70％を占めているのに対し，内陸部の調査におい

ては３種寄生が最も多く次いで２種あるいは１種寄生で

(１１０）
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Ｆｉｇ、１Multiplehelminticinfectioninwild

ratsatthreedistrictsinHyogoPrefecture・

Ｆｉｇｕｒｅｓｉｎｐａｒｅｎｔｈｅｓｉｓａｒｅｎｏ，ｏｆｒｏｄｅｎｔｓ

(Ｒ・〃oγueg/α`s）infected

が動物と共に輸入され，本邦に定着する可能性のあるこ

とを示唆しており，今後共その実体を充分に把握してお

くことが必要と考えられる．
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A SURVEY OF THE PARASITIC HELMINTHS OF WILD RATS

AT A ZOO IN HYOGO PREFECTURE

Shoji UGA, Takeo MATSUMURA, Kazuyoshi ARAKI

{Department of Medical Zoology, Kobe University School

of Medicine, Kobe 650, Japan)

Masayoshi GONDO, Koichi Murata

{Kobe Oji Zoo, Kobe 657, Japan)

AND

NOBORU KAGEI

{Department of Parasitology, National Institute

of Health, Tokyo 141, Japan)

A survey of the parasitic helminths of wild rats was carried out at a zoo in Hyogo

Prefecture during the period from October 1982 to August 1983, and the following results were

obtained :

1. A total of 81 Rattus norvegicus, 37 males and 44 females, were captured and 12 species

of helminths were detected from 76 (93.8%) rats.

2. The identified helminths were as follows:

Nematoda : Nippostrongylid nematoda, Heterakis spumosa, Strongyloides ratti, Capillaria

hepatica, Trichosomoides crassicauda, Protospirura muris, Rictularia sp.

Trematoda : Echinostorna cinetorchis, Echinostoma hortense, Plagiorchis muris.

Cestoda : Hymenolepis diminuta.

Acanthocephala : Moniliformis moniliformis.

Although the parasitic helminths collected from rats at the zoo were almost common species,

it was thought that new infection had occured all the time at the zoo judging from the high mixed

infection rate and the high infection rates of S. ratti and H. spumosa.
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